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１． 調査の概要（景気動向調査への協力依頼について（お願い）） 

 霊柩（れいきゅう）事業者を除いてＦＡＸで調査可能な会員事業所５６８事業所に、 

① 【設問３】Ｒ３年６，７月、８の売り上げ （対前々年同期比） 

② 【設問４】Ｒ３年９月以降（９月～１１月）の売り上げ見込み 

③ 【設問５】標準的な運賃の交渉について 

について、アンケート調査を実施（８月２０日～９月３日） 

 

④ 【回答数】５６８事業所中、２０７事業者から回答（回答率３６．４％） 

２．全体基調（資料１） 

  【設問３】の６月、７月、８月の売り上げにおける前々年同期比をＤＩ（「上昇－減少」）で示

すと、６月では、▲１９ポイント、７月では、▲２６ポイント、８月では、▲３４ポイントと

なった。 

前回調査（令和２年６月から８月実績（ＤＩはそれぞれ６月▲６２ポイント、７月▲６３ポ

イント、８月▲５２ポイント））に比べ、６月の売り上げは、４３ポイント高く、７月は、３７

ポイント高く、８月は１８ポイント高くなっており、回復の傾向が見られる。 

   【設問４】の９月以降の先行きについては、ＤＩが▲３４ポイントで、前回調査時（ＤＩ▲

５２ポイント）より１８ポイント高く、改善傾向が見られる。 

【設問５】の標準的な運賃の交渉については、回答があった事業所のうち８％（１４事業所）

で運賃の上昇が見られた。また、「交渉したが現状維持」が３０％、「交渉していない」が５８％

との回答があった。一方、４％の事業所では値下げ要請をされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体基調 今回調査DI 前回調査DI 比　較 傾　向

６月売上 ▲１９ ▲６２ ＋４３

７月売上 ▲２６ ▲６３ ＋３７

８月売上 ▲３４ ▲５２ ＋１８

９月以降の見通し ▲３４ ▲５２ ＋１８



 

 

 

 

 

 



 

３．輸送品目別による前回調査との比較（資料２：６月、７月、８月売から） 

回答数が１０事業所以上ある輸送品目別について「前回調査の令和２年６～８月売上」と「今回 

調査の令和３年６月～８月売上」を比較した結果は、以下のとおり           

 

①  資料２の「減少率」の割合をみると、６月売上では雑貨・宅配が最も悪い。７月、８月実

績では、工業品が最も悪い。続いて、食料品、鉄鋼・重量の２品目で減少率が高い結果とな

った。 

一方、木材に関してはＤＩもプラスとなりコロナ禍前よりも良い状態となっている。これ

は、外国産の木材の輸入が減少し、国産木材の需要が高まったことが要因と考えられる。 

 

 

 

 

       

今回調査DI 前回調査DI 比　較 傾　向

６月売上 １３ ▲５０ ＋６３

７月売上 １３ ▲７９ ＋９２

８月売上 ▲７ ▲６３ ＋５６

６月売上 ▲１５ ▲６３ ＋４８

７月売上 ▲１３ ▲５５ ＋４２

８月売上 ▲４８ ▲４８ 0

６月売上 ▲２９ ▲８０ ＋５１

７月売上 ▲５０ ▲８２ ＋３２

８月売上 ▲６６ ▲７３ ＋７

６月売上 ▲１７ ▲５９ ＋４２

７月売上 ▲３６ ▲５６ ＋２０

８月売上 ▲４３ ▲５６ ＋１３

６月売上 ▲３１ ▲５８ ＋２７

７月売上 ▲４５ ▲５４ ＋９

８月売上 ▲４４ ▲６５ ＋２１

６月売上 ▲２７ ▲７５ ＋４８

７月売上 ▲２７ ▲５５ ＋２８

８月売上 ▲３６ ▲７５ ＋３９

６月売上 ▲１３ ▲８６ ＋７３

７月売上 ▲３０ ▲９１ ＋６１

８月売上 ▲３６ ▲７７ ＋４１
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４．輸送品目別による見通し（資料２：９月～11月の見通しから） 

回答数が１０事業所以上ある輸送品目別についての分析結果は、以下のとおり 

① 工業品を主に輸送する事業所    － ＤＩは▲４８ポイント 

② 雑貨・宅配の事業所        － ＤＩは▲４２ポイント 

③ 食料品を主に輸送する事業所     － ＤＩは▲３７ポイント 

④ タンクローリーなどの事業所    － ＤＩは▲３６ポイント 

⑤ 鉄鋼・重量物を主に輸送する事業所 － ＤＩは▲２２ポイント 

⑥ ダンプを主に使用する事業所    － ＤＩは▲２３ポイント 

⑦ 木材を主に輸送する事業所     － ＤＩは▲１３ポイント 

  ⑧ 前回調査と比較すると、タンクローリー（前回：▲８７）で、特に回復傾向が見られた。 

 

５．輸送品目別による標準的な運賃の交渉（資料２：標準的な運賃の交渉） 

   雑貨・宅配、タンクローリーの２品目では１０％の事業所で運賃が上がった。また、木材、

雑貨・宅配の２品目では、約６割の事業所が交渉を行っており運賃向上への取組みが見受けら

れる。 

 

６．地域別による前回調査との比較（資料３：６月、７月、８月売上から） 

６地域における「前回調査の令和２年６月～８月実績」と「今回調査の令和３年６月～８月

売上」を比較した結果は、以下のとおり             （前回調査：今回調査） 

 

今回調査DI 前回調査DI 比　較 傾　向

６月売上 ▲１７ ▲６３ ＋４６

７月売上 ▲２４ ▲６１ ＋３７

８月売上 ▲３２ ▲６５ ＋３３

６月売上 ▲２６ ▲５７ ＋３１

７月売上 ▲２８ ▲５８ ＋３０

８月売上 ▲４３ ▲５５ ＋１２

６月売上 ▲１９ ▲８７ ＋６８

７月売上 ▲３８ ▲８７ ＋４９

８月売上 ▲４４ ▲７３ ＋２９

６月売上 ▲３１ ▲７４ ＋４３

７月売上 ▲４６ ▲７５ ＋２９

８月売上 ▲６４ ▲６３ ▲１

６月売上 ▲５ ▲５９ ＋５４

７月売上 ▲１３ ▲５９ ＋４６

８月売上 ▲２８ ▲４５ ＋１７

６月売上 ▲１２ ▲５０ ＋３８

７月売上 ▲１１ ▲５３ ＋４２

８月売上 ▲３６ ▲４８ ＋１２
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※ 前回調査と比較すると、県北地域の８月実績以外では、昨年度より良い結果となった。 

 

  ※ 前回調査時に最もＤＩが悪かった別杵地域は、６月ＤＩは▲１９ポイントと大幅な回復 

が見受けられたが、コロナの再拡大に伴い８月のＤＩは▲４４と県北地域に続いて悪い結果

となった。 

   

  ※ 西部地区のＤＩは、６月が▲５ポイント、７月が▲１３ポイント、８月が▲２８ポイント 

となっており、他地域に比べて良い結果となっているが、減少の割合では、２０％以上減少 

した割合が他地域に比べ高くなっている。 

 

７．地域別による見通し（資料３：９月以降の見通しから） 

   ６地域における大きな特徴は、以下のとおり 

  ① 県北地域のＤＩは▲４９ポイントと全地域のなかで最も悪い。これは、コロナ再拡大に伴う

ダイハツ九州㈱大分第２工場の稼働休止が影響していると考えられる。 

  ② 県北地域に続いて悪いのが、別杵地区の▲３８ポイントでこれはコロナ再拡大に伴う観光 

客の減少が要因だと考えられる。 

  ③ 木材輸送の多い西部地域は、今回は▲２５ポイントと最も先行きの見通しが良い結果とな 

った。 

 

８．地域別による標準的な運賃の交渉について（資料３：標準的な運賃の交渉） 

   地域別に見ると、運賃が上がったとの回答は、別杵地区の１０％が最も高く、続いて大分東 

地区県、北地域の８％が高い結果となった。 

 

 

９．輸送品目別分類における時期的ＤＩの変化に対する考察（資料２から） 

   回答数が１０事業所以上ある輸送品目別の６月～８月の売上と９月以降の見通しの変化につ 

いては、以下のとおり 

  ① ６月～８月の売り上げに関するＤＩは、１３ポイント～▲６６ポイントと幅が広い。 

  ② ９月以降の見通しでは、▲１３ポイント～▲４８ポイント 

  ③コロナの感染状況が売り上げに影響を及ぼしていることが読みとれる。  

④ダンプは７月から８月にかけて▲３５ポイントと最も悪くなっているが、コロナの流行とあ

わせて、８月の大雨による工事等の中止が影響していると考えられる。 

⑤ 最もコロナの影響を受けているのが工業品である。６月には▲２９ポイントまで回復して 

いたが、８月には▲６７ポイントと前年度同様の悪い数値となっている。 

 

１０．地域別における時期的ＤＩの変化に対する考察（資料３） 

   各地域において、６月、７月、８月と９月以降の変化については、以下のとおり 

① ６月は各地域で▲ ５ポイント～▲３１ポイント 

② ７月は各地域で▲１１ポイント～▲４６ポイント 

③ ８月は各地域で▲４５ポイント～▲６７ポイント 



④ ９月以降の見通しでは、▲２１ポイント～▲４９ポイン 

  ⑤自動車を中心とする製造業の盛んな県北地域では、海外からの部品調達等でコロナ流行の影 

響を受けやすいと考えられ６月の▲３１ポイントから８月の▲６４ポイントと全地域のなか 

で最もＤＩが悪い。 

 

１１．調査結果を受けて 

   令和３年度のコロナウイルス感染症による物流への影響は、令和２年度に比べると徐々に減

少しつつあったが、８月の第５波による感染の急拡大に伴い、依然として物流業界に大きな影

響を及ぼしている。特に、製造物関連の輸送ではその傾向がみられる。アンケートの中には、

「半導体不足・コロナの影響で東南アジアからの部品供給が滞っていることから、完成品が出

来ずに年末まで悪化は続くと予想している」との厳しい意見もあった。 

   また、昨年度に比べ、本年度は燃料価格が高騰しており、「売上は上がったが、利益率は減

少した」との意見もあり、運送業界の取り巻く環境は依然として厳しい状況が続いている。 

   このような中で、「標準的な運賃」についての交渉は、約６割の事業所が行えていない状況

である。交渉を行えていない事業所からは、「貨物が無いのに交渉など出来ない」、「荷主が厳

しい状況であるため交渉できない」等、コロナの影響が伺える意見もあった。 

一方で、交渉を行った事業所は約４割あり、内１割で運賃が上がったとの結果も出ている。 

コロナの収束の見通しが立たない現状において、交渉が難しいことが伺われる調査結果であ

るが、すぐに運賃が上がらずとも、来年、再来年に繋がるように粘り強く交渉を行って頂きた

い。本協会としても、TVや新聞等のメディア使った広報を引き続き行っていくこととする。 

   また、本協会では、会員事業者ときめ細かい情報交換を設け、感染防止対策や人材確保等運

送業界を取り巻く課題の解決に向けた取り組みを効果的かつタイムリーに実施していく。 


